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AI 比較ポータルの衝撃 
～さまざまな AI が台頭。結局どの AI を使えばいいのか？～ 

 ライフデザイン研究部 主席研究員/テクノロジーリサーチャー 柏村 祐 

 

1.さまざまなAIが台頭している現状 

 近年、AI 技術の目覚ましい進歩により、ChatGPT や Claude、Bard、Bing チャットな

ど、多種多様な生成 AI が登場している。これらの AI は、ユーザーの質問に対して驚

くほど自然な言葉で回答を生成することができるため、個人の生活やビジネスシーン

での活用が大いに期待されている。しかし、あまりにも多くの AI モデルが存在するた

め、実際に AI を利用しようとする個人にとって、どの AI を選べばいいのか判断に迷

ってしまうのが現状である。それぞれの AI には独自の特徴や得意分野があるため、利

用目的に合わせて最適な AI を選ぶことが重要になるが、各 AI を 1 つずつ試して比較

検討するのは時間と手間がかかる。 

そこで登場したのが、複数の AI を一覧表示し、ユーザーの質問に対する各 AI の回

答を提示してくれる AI 比較ポータルである。AI 比較ポータルは、生成 AI 活用の検討

に役立つ画期的なツールであり、AI 利用のハードルを大きく下げてくれる存在として

注目を集めている。 

AI 比較ポータルを使えば、手間をかけずに各 AI の特徴を把握し、ニーズに最適な

AI を見つけ出すことができる。これにより、個人は AI 利用に向けた意思決定を素早

く行うことが可能となり、日常生活やビジネスでの AI 活用の幅が広がることが期待

される。 

本レポートでは、AI 比較ポータルの登場が生成 AI の活用にもたらす変革について

考察していく。AI 比較ポータルという新しいツールを活用することで、私たちは AI

活用の可能性をどのように広げていけるのであろうか。その答えを探るため、まずは

AI 比較ポータルの特徴と利点について詳しく見ていくことにする。 

 

2.AI比較ポータルの能力 

AI比較ポータルの最大の特徴は、複数のAIモデルを同時に比較できる点にある。AI

比較ポータルのトップ画面には、AI比較モードの設定があり、ユーザーは複数のAIを

同時に比較することができる。この機能により、各AIの回答を並列して表示し、それ

ぞれの特徴や違いを一目で把握することが可能となる。 

たとえば、図表 1 はAI比較ポータルの 6 つのAIを比較するモードのトップ画面であ

る。このトップ画面には 6 つのAIモデルが一覧で表示され、ユーザーが簡単に比較す

ることができる。各AIモデルには、名称やアイコンが割り当てられており、視覚的に
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区別しやすいデザインになっている。また、画面下部には質問入力欄が設けられ（図

表 1 赤枠）、ユーザーが比較したい質問を入力することで、選択したAIモデルの回答

を一度に確認できる仕組みになっている（図表 1 青枠）。 

 

図表 1  AI 比較ポータルの 6 つの AI 比較モードのトップ画面 

 
資料：ChatPlayground より筆者作成 

 

ここからは、AI比較ポータルの能力を検証するため、具体的な事例を用いてその実

態を探る。ここでは、転職をテーマとして取り上げる。転職に関する質問は、多くの

人にとって関心の高い話題であり、AI比較ポータルの実用性を判断するうえで適切な

事例といえる。 

まず、AI比較ポータルに「転職を考えています。転職活動を始める前に準備してお

くべきことを教えてください」と入力し、3 つのAIモデルを比較する設定にする。AI

比較ポータルは、各AIモデルの回答を並べて表示してくれるため、回答内容の違いを

簡単に確認することができる（図表 2）。図表 2 の左側のAIの回答では、自己分析、

職務経歴書の作成、面接対策などの重要性に触れ、ビジネス特化型SNSやキャリア系

プラットフォームのプロファイル更新、ネットワーク作りの重要性も指摘している。

図表 2 の中央のAIの回答は、自己分析や職務経歴書の作成、スキル・経験のアピール

の仕方など、より具体的かつ詳細な準備方法を提示している。一方、図表 2 の右側の
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AIの回答は、他の 2 つのAIとは異なり、転職活動そのものの準備に加えて、転職後の

キャリアプランや自己啓発の重要性にも言及している点が特徴的である。 

 

図表 2  転職活動の準備に関する 3 つの AI モデルの回答比較 

 
資料：ChatPlayground より筆者作成 

 

次に、「転職面接で想定される質問とその対策について説明してください」という

質問を、3 つのAIモデルを比較する設定で入力する（図表 3）。図表 3 の左側のAIの

回答は、自己紹介や志望動機、職務経歴、転職理由など、よくある質問を挙げ、それ

ぞれの質問の意図や回答のポイントを端的に説明している。図表 3 の中央のAIの回答

は、図表 3 の左側のAIと同様の質問を取り上げつつ、コンピテンシーに関する質問な

ど、より具体的な質問例を挙げている点が特徴的である。図表 3 の右側のAIの回答

は、他の 2 つのAIに比べ、質問の意図や対策をより詳細に説明しており、面接官の視

点に立った回答の必要性を強調している。また、面接全体を通しての心構えやマナー

についても言及している。 
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図表 3  転職面接の想定質問と対策に関する 3 つの AI モデルの回答比較 

 
資料：ChatPlayground より筆者作成 

 

以上、AI比較ポータルの能力を検証するため、転職に関する質問を用いて、複数の

AIモデルの回答を比較してみた。その結果、以下のような見解が得られた。AI比較ポ

ータルは、同じ質問に対する複数のAIモデルの回答を一覧で表示することで、各AIの

特徴や違いを簡単に把握できる。図表 2 と図表 3 の事例から、AIモデルによって回答

の視点や詳細さ、具体性に違いがあることがわかった。これにより、ユーザーは自分

のニーズに合ったAIモデルを選択しやすくなる。また、AI比較ポータルを使えば、各

AIモデルの回答の正確性や充実度、わかりやすさなどを多角的に評価することが可能

である。これは、AI利用の意思決定を行う際に非常に有益な情報となるだろう。 

今回、筆者自身がAI比較ポータルを実際に操作してみたが、非常に使いやすく直感

的なインターフェースであると感じた。質問を入力するだけで、複数のAIモデルの回

答を一度に比較できるのは画期的である。また、比較するAIモデルの数を自由に選択

できるのも便利な機能といえる。 
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3.AI比較ポータルの価値と未来 

 AI比較ポータルは、「さまざまなAIが台頭し、どのAIを使えばいいのか判断に迷っ

てしまう」という問題に対する解決策として大きな価値をもっている。AI比較ポータ

ルを活用することで、自分のニーズに最適なAIを素早く見つけ出し、迅速に意思決定

を行うことが可能となる。 

従来、AIを利用する際には、それなりの時間と手間をかけて各AIモデルを個別に調

査・評価する必要があった。しかし、AI比較ポータルを使えば、そのプロセスを大幅

に簡略化することができる。図表 4 に示すように、AI比較ポータルを活用すること

で、複数のAIモデルを同時に比較し、評価の多角性を高めながら、ユーザーの負担を

軽減することが可能である。 

 

図表 4  AI 比較ポータル活用と従来の AI 評価プロセスの比較 

項目 1 つ 1 つ AI を確認するプロセス 複数の AI モデルを同時に確認するプロセス

（AI 比較ポータルの活用） 

手順 各 AI を個別に調査・評価 AI 比較ポータルで複数の AI を同時に比較 

所要時間 長い 短い 

比較の容易さ 難しい 容易 

評価の多角性 限定的 高い 

意思決定の速度 遅い 速い 

ユーザーの負担 大きい 小さい 

資料：筆者作成 

 

AI比較ポータルは、AI選択に関する疑問を解消し、明確な判断基準を提供してくれ

る。ユーザーは、自分の質問に対する各AIモデルの回答を並列で確認し、それぞれの

特徴や違いを一目で把握することができる。これにより、自分のニーズに最も合致し

たAIを選択することができる。 

今後、AI比較ポータルの利用が広がることでAI活用が加速し、生活の利便性向上や

業務の効率化が実現されることが期待される。AI比較ポータルは、生成AIの可能性を

最大限に引き出すためのカギとなるツールであり、その価値は非常に高い。 

ユーザーがAI比較ポータルを積極的に活用し、生成AIの力を生活やビジネスに取り

入れることで、新たなイノベーションが生まれることが予想される。AI比較ポータル

が切り拓く、生成AIの新たな未来に大いに期待したい。 


